
　

２
月
25
日
に
、
公
民
館
の
主

催
で
開
催
し
た
「
地
域
再
発
見

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
は
、
１
１
０

人
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
備
前

お
さ
ふ
ね
刀
剣
の
里
を
め
ぐ
る
と

と
も
に
、
坂さ

か
ね
ぜ
き

根
堰
（
備
前
市
）
を

見
学
し
、
大お

お
よ
う
す
い

用
水
に
沿
っ
て
歩
き

ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
市
の
西
部
を
南
北
に
貫

流
す
る
大
用
水
は
、
江
戸
時
代
の

前
期
に
整
備
さ
れ
た
重
要
な
用
水

路
で
す
。

　

大
用
水
の
整
備
を
指
揮
し
た

の
は
、
江
戸
時
代
の
前
期
に
岡

山
藩
郡
代
を
つ
と
め
た
津
田
永な

が

忠た
だ

（
１
６
４
０
〜
１
７
０
７
年
）

で
す
。

津
田
永
忠
と
幸
島
新
田

　

津
田
永
忠
が
手
が
け
た
藩
営
事

業
と
し
て
は
、
後
楽
園
と
閑
谷
学

校
が
有
名
で
す
が
、
ほ
か
に
も
重

要
な
事
績
と
し
て
、
新
田
開
発
を

次
々
と
行
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

当
時
の
邑
久
郡
で
は
、
神
崎
沖

に
幸こ

う
じ
ま島
新し

ん
で
ん田
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
新
田
開
発
に
伴
っ
て
、

用
水
確
保
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た

の
が
大
用
水
で
し
た
。

　

永
忠
は
、天て

ん
な和
３
（
１
６
８
３
）

年
12
月
に
幸
島
新
田
の
開
発
を
進

言
し
、
藩
主
池
田
綱
政
の
許
可
を

得
ま
し
た
。
貞

じ
ょ
う
き
ょ
う享
元（
１
６
８
４
）

年
２
月
に
は
普ふ

し
ん請
に
着
手
し
、
６

月
に
は
潮し

お
ど
め留
工
事
を
完
了
し
て
い

ま
す
。
開
発
さ
れ
た
新
田
の
面
積

は
約
６
０
０
㌶
。
現
在
の
岡
山
市

東
区
の
西
幸
西
、
東
幸
西
、
北
幸

吉
井
川
か
ら
取
水
し
、
現
在
の
長

船
地
域
か
ら
邑
久
地
域
の
福
田
地

区
や
豊
原
地
区
を
経
て
、
岡
山
市

東
区
神
崎
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
ま
で
13
㌔
㍍
あ
ま
り
。

　

こ
こ
で
２
流
に
分
か
れ
、
一
方

は
西
に
流
れ
て
乙お

と
ご子
を
経
て
屈
折

し
、
神
崎
で
千
町
川
に
合
流
し
て

東
幸
西
を
南
に
流
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
方
は
東
流
し
て
邑
久

郷
、
東
片
岡
、
西
片
岡
を
ま
わ
っ

て
水
門
湾
へ
注
い
で
い
ま
す
。

　

文
政
２
（
１
８
１
９
）
年
の
記

録
で
は
、
全
長
４
里
24
町
、
つ
ま

り
18
㌔
㍍
あ
ま
り
と
な
り
ま
す
。

　

坂
根
か
ら
福
元
付
近
ま
で
、
全

長
の
約
４
割
は
、
既
存
の
用
水
路

を
利
用
し
て
お
り
、
幸
島
新
田
の

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

開
発
に
伴
っ
て
川
幅
を
広
げ
て
い

ま
す
。
そ
れ
よ
り
下
流
は
新
た
に

築
造
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
大

用
水
が
他
の
河
川
・
用
水
と
交
わ

る
所
で
は
、
立
体
交
差
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
豆
田
・
四

軒
家
で
干
田
川
と
交
差
す
る
所
で

は
、
底
樋
を
用
い
て
干
田
川
の
下

を
く
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

明
和
３
（
１
７
６
６
）
年
の
記

録
に
よ
る
と
、
下
を
く
ぐ
ら
せ

る
底そ

こ
ひ樋

が
11
カ
所
、
上
を
越
え
る

掛か
け
ひ樋
が
10
カ
所
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

大
用
水
は
こ
の
よ
う
に
、
当
時

の
最
先
端
の
技
術
を
用
い
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

昭和 10 年ごろの大用水（豆田・四軒家で干田川と
交差する地点）の改修工事（写真提供：赤枝貞勝氏）

田
、
南
幸
田
、

西
幸
崎
、
東
幸

崎
な
ど
に
あ
た

り
ま
す
。

大
用
水
の
整
備

　

大
用
水
は
、

坂
根（
備
前
市
）

に
堰
を
設
け
て
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本
め
す
す

  　　　   今月のお

「
日
本
人
が
お
の
ず
と
持
っ
て
い
る
美
徳
は
、
決
し
て

当
た
り
前
の
も
の
で
は
な
く
、世
界
で
も
稀
有
な「
宝
」

な
の
で
す
」
筆
者
が
外
資
系
企
業
で
キ
ャ
リ
ア
を
積

む
こ
と
に
よ
っ
て
気
づ
い
た
、「
日
本
人
の
素
晴
ら
し

さ
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
気
が
き
く
」「
た
て
る
」
最
強
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

ニ
ッ
ポ
ン
女
子
力

　

能
町
光
香　

小
学
館

　　5月 31 日（木）

☎
☎
☎

BooKs

シリーズはたらく農業機械２
田植機　器用な爪できれいにスイスイ
高井宗宏…監修　農山漁村文化協会
よく近所で見かける田植機。でも、意外と詳しく知らない
機械ではないですか？　時代とともに進化し、今では種類
も豊富なこの機械。今年の田植えの時期に、じっくり観察
するのも楽しいかもしれません。

【
長
船
町
公
民
館
】

　
５
月
18
日
（
金
）、20
日
（
日
）、

27
日
（
日
）

【
牛
窓
町
公
民
館
】

　
５
月
19
日
（
土
）、29
日
（
火
）、

30
日
（
水
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

　
分
〜
午
後
４
時
30
分
で
す
。

▽
定
員　

各
会
場
と
も
30
人
（
先

　

着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

　

　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

中
央
公
民
館

 

地
元
の
歴
史
を
知
ろ
う

 

ウ
キ
ウ
キ
！　

直
家
出
世
バ
ス

　

戦
国
大
名
・
宇
喜
多
直
家
は
、

砥
石
城
（
邑
久
町
豊
原
）
で
生
ま

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
幼

少
時
に
、
砥
石
城
が
落
城
し
ま
す

が
、
乙お

と
ご子
城
を
拠
点
に
戦
国
大
名

へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

　
「
歴
史
探
訪
★
ウ
キ
ウ
キ
！　

　

乙
子
城
跡
、 

亀
山
城
跡

※
出
発
前
に
、
公
民
館
で
約
１
時

　

間
の
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

▽
集
合
場
所　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

中
央
公
民
館

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

 

故
郷
の
詩

　

牛
窓
を
中
心
に
活
動
す
る
オ

リ
ー
ブ
コ
ー
ラ
ス
で
は
、
牛
窓
の

四
季
や
風
景
を
題
材
に
作
曲
さ
れ

た
曲
を
演
奏
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
27
日
（
日
）
午
後

　

２
時
〜

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

オ
リ
ー
ブ
コ
ー
ラ
ス
代
表

　

原
野
輝
子
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
９
５
１

 

受
講
者
募
集

 

普
通
救
命
講
習

　

あ
な
た
の
身
の
回
り
で
起
こ
る

急
な
病
気
や
突
然
の
け
が
。
こ
ん

な
と
き
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
に

行
う
応
急
手
当
が
、
生
命
を
救
う

た
め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

　

公
民
館
で
は
、
応
急
手
当
の
重

要
性
や
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な

ど
に
つ
い
て
学
ぶ
講
習
会
を
10
回

開
催
し
ま
す
。
講
習
は
１
日
で
終

了
し
、修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時

【
中
央
公
民
館
】

　
５
月
12
日
（
土
）、15
日
（
火
）、

16
日
（
水
）、
31
日
（
木
）

直
家
出
世
バ
ス
」
で
は
、
宇
喜
多

直
家
ゆ
か
り
の
史
跡
を
巡
り
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
19
日
（
土
）
午
前

　

９
時
〜
午
後
５
時

※
全
２
回
。
２
回
目
は
９
月
12
日

　
（
水
）
で
、
両
方
に
参
加
で
き

　

る
人
が
対
象
で
す
。

▽
定
員　

40
人　

※
５
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　

着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▽
講
師　

出
宮
徳
尚
さ
ん

▽
参
加
費　

３
０
０
円（
２
回
分
）

▽
行
き
先　

備
前
福
岡
、仁
生
田
、

今に残る備前福岡の町並み




